
大野見
地区よ

り

大野見もっと知りたい ！
体験したい ！
坂本 創一さん　（26）

　坂本さんは埼玉県さいたま市出身。現在、中土佐町地域おこし協力隊として大野見地域の水産農作物振興
の場で活躍されています。坂本さんは根っからの旅好きで、大学在学中は海外７カ国を旅し、各国の歴史や文
化・食に触れ刺激を受けたそうです。
　大学卒業後、東京のＩＴ金融企業で勤務していましたが、大都会での人混み・仕事に揉まれていくうちに、やは
り自然や文化・歴史に触れていたいとの思いが膨らんでいきました。そんな折、友人が高知でゲストハウス経営を
始めたのをきっかけに高知を知りました。坂本さん曰く、「高知は四国の中のプチ外国（笑）。山あり海ありで食は
美味しいし、言葉（土佐弁）も面白い ！ 」。これを聞くと土佐の人間はなんだか嬉しくなりますね。
　移住フェアで松下昇平さんと出会い、大野見への移住を決心。今では大野見地域の七面鳥や農業に関わる
ことで歴史や文化に触れ、とても充実した毎日を送っています。
　夢は、「日本の良さをもっと感じたい ！  中土佐町をベースにし、日本全国の町が元気になれるよう交流した
い ！ 」と、なんとも頼もしい若人ですね ！  住民みんなぁが応援しゆうきね～ ！

　四万十町興津地区の40アールの圃場でミョウガ
を栽培されている竹添さん夫妻。和史さんは、興
津地区青壮年部から園芸部など、部会活動でも日
頃より大変ご協力いただいています。
　和史さんは結婚の２年前から就農されてミョウガ
栽培に励み、智加さんとは今年で結婚して13年目
になります。長年家族で農業を続けてきた仲良し
の２人ですが、毎年忙しいので13年はあっという
間に過ぎたそうです。現在では娘さん４人に囲ま
れ、「４人とも成人するまではなんとか頑張っていき
たい ！ 」と意気込んでいました。
　明るく元気な和史さんとおしとやかな智加さん。
お二人とも毎日家庭と農業の両立で大変忙しいと
思いますが、健康を第一にこれからの４人の娘さん
の成長と農業の発展を願っています。

毎日充実しています ！
  竹添 和史さん　（37）
　　 智加さん　（33）

興津地区より

　津野町北川で米なすや水稲を栽培している又川 
武好さん。作休み期間に訪問すると、趣味のミツ
バチの養蜂箱を作成しているところでした。又川さ
んは昔からニホンミツバチのはちみつ採取を行って
おり、ミツバチの生態系などにもとても詳しいです。
そんな又川さんが作成する養蜂箱には他にはない
「こだわり」があり、中のミツバチの様子をいつで
も確認できるように、のぞき窓を設置しています。
近年はニホンミツバチの数が減ってきており、養蜂
の技術も難しくなってきているそうで、又川さんは
YouTubeなども利用しながら養蜂技術にさらなる
磨きをかけています。おいしいはちみつが沢山採れ
るといいですね ！

自慢の巣箱ができたよ～ ！
又川 武好さん　（76）
また がわ　たけ よし

東津野地区より

さか もと　そう いち

たけ ぞえ　かず ひと

とも　か
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地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

原木しいたけ　
植菌はじまる

　

２
月
中
旬
か
ら
四
万
十
営
農
経

済
セ
ン
タ
ー
管
内
の
東
大
奈
路
野

菜
集
出
荷
所
で
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の

出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
は
春
芽
と
夏
芽

に
分
類
さ
れ
、
春
芽
は
２
月
中
旬
か

ら
５
月
ま
で
、
夏
芽
は
６
月
か
ら
10

月
ま
で
収
穫
が
続
き
、
年
間
約
26
ｔ

の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
全
国

面
積
か
ら
す
る
と
高
知
県
産
ア
ス

パ
ラ
ガ
ス
は
極
わ
ず
か
で
す
が
、
管

内
は
県
内
一
の
産
地
。
平
成
16
年
頃

か
ら
主
に
露
地
栽
培
で
始
ま
り
、
現

在
は
四
万
十
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
部
会

と
し
て
８
戸
の
農
家
が
１
１
４

ア
ー
ル
で
ハ
ウ
ス
栽
培
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

管
内
の
ア
ス
パ
ラ
は
、
栽
培
当
初

か
ら
取
引
の
あ
る
市
場
か
ら
品
質

に
も
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
年
は
寒
い
日
が
続
き
そ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
品
質

は
例
年
通
り
良
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
春
芽
の
出
荷
作
業
は
３
月
に
最

盛
期
を
迎
え
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
ば

か
り
の
み
ず
み
ず
し
い
緑
色
の
ア

ス
パ
ラ
ガ
ス
は
、
約
27
セ
ン
チ
に
切

り
そ
ろ
え
、
重
さ
や
品
質
ご
と
に
選

別
さ
れ
箱
詰
め
し
、
県
内
外
へ
出
荷

さ
れ
ま
す
。

　

津
野
山
地
域
で
は
２
月
〜
３
月
に
か
け
て
原

木
し
い
た
け
の
植
菌
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
梼
原

町
の
山
林
に
は
多
く
の
原
木
林
が
存
在
し
、
原

木
し
い
た
け
栽
培
を
通
じ
て
資
源
の
有
効
活
用

に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
近
年
で
は
高
齢

化
な
ど
に
よ
り
原
木
調
達
が
困
難
に
な
り
つ
つ

あ
り
、
植
菌
量
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

梼
原
町
で
は
町
有
林
の
原
木
利
用
に
対
し
て
、

補
助
金
制
度
を
設
け
る
な
ど
、
資
源
活
用
、
生

産
力
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
椎
茸

生
産
部
会
で
は
生
産
者
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
結

成
さ
れ
た
共
同
体
に
よ
る
原
木
の
切
り
出
し
作

業
な
ど
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
も
約
45
ト
ン
の

原
木
を
各
生
産
者
の
も
と
へ
供
給
し
ま
し
た
。

　

数
年
前
ま
で
は
１
０
０
ト
ン
を
超
え
る
供
給

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
２
、
３
年
は
50
ト
ン

程
度
と
寂
し
い
数
量
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

原
木
栽
培
は
重
労
働
を
必
要
と
す
る
た
め
、

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
て
よ
り
厳
し
い
状
況
が

想
定
さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
で
も
複
合
経
営
農
業
の

１
品
目
と
し
て
位
置
づ
け
し
、
農
家
の
所
得
確

保
に
向
け
独
自
の
取
引
先
を
模
索
す
る
な
ど
販

売
強
化
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
ほ
だ
場
で
は
春
子
が
芽
を
出
し
収
穫

も
始
ま
る
時
期
で
す
が
、
今
冬
は
雨
量
が
少
な

く
カ
ラ
ッ
と
し
た
寒
さ
が
続
い
た
た
め
、
平
年

よ
り
出
芽
が
遅
く
収
穫
量
が
少
な
い
予
想
と

な
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
品
質
の
高
い
も
の

を
出
荷
す
る
た
め
、
部
会
で
は
早
ど
り
な
ど
の

呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ミョウガ目慣らし会を開催
ウイルス感染から

養豚業を守る

　

２
月
17
日
、
家
畜
衛
生
保
健
所
で

豚
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
（
Ｐ
Ｒ
Ｒ
Ｓ
）

に
関
す
る
協
議
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

豚
や
い
の
し
し
に
感
染
す
る
Ｐ
Ｒ
Ｒ

Ｓ
ウ
イ
ル
ス
は
母
豚
の
繁
殖
障
害
と
、

子
豚
の
呼
吸
器
病
と
い
う
二
つ
の
症

状
が
特
徴
で
す
。
窪
川
養
豚
協
会
で

は
令
和
３
年
よ
り
動
物
用
医
薬
品
会

社
と
連
携
し
、
窪
川
地
区
の
Ｐ
Ｒ
Ｒ

Ｓ
撲
滅
の
た
め
協
議
を
行
っ
て
い
ま

す
。
会
で
は
定
期
的
な
血
液
検
査
と

獣
医
師
に
よ
る
農
場
巡
回
で
現
場
の

状
況
を
把
握
し
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
指
導
、
衛
生
管
理
の

改
善
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
野
山
地
域
で
は
県
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
、

家
畜
衛
生
診
療
所
、
梼
原
町
、
津
野
町
、
Ｊ
Ａ

が
一
体
と
な
っ
て
地
域
の
農
業
を
支
え
る
た
め

に
「
津
野
山
地
域
営
農
連
絡
協
議
会
」
を
立
ち

上
げ
て
お
り
、
毎
年
３
月
に
年
度
実
績
を
踏
ま

え
、
次
年
度
の
計
画
を
協
議
し
て
い
ま
す
。
特

産
品
の
津
野
茶
の
販
売
戦
略
計
画
や
、
近
年
出

荷
量
が
増
え
て
き
て
い
る
ユ
ズ
の
産
地
計
画
、

ま
た
ミ
ョ
ウ
ガ
や
ナ
ス
、
土
佐
甘
ト
ウ
と
い
っ

た
園
芸
品
目
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
及
び
畜
産

業
に
関
す
る
課
題
の
検
討
な
ど
様
々
な
方
面
か

ら
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
新
た
な
担
い
手
を
確

保
し
し
っ
か
り
所
得
を
確
保
で
き
る
よ
う
、
品

目
の
選
定
や
複
合
経
営
モ
デ
ル
（
案
）
な
ど
に

つ
い
て
も
協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

津
野
町
桑
ケ
市
の
と
あ
る
農
家
さ
ん
の

ハ
ウ
ス
で
は
冬
の
寒
さ
に
負
け
ず
「
芽
キ
ャ

ベ
ツ
」
が
ぎ
っ
し
り
と
並
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
地
域
で
は
見
か
け
る
こ
と
の
少
な
い

珍
野
菜
で
農
家
さ
ん
も
「
こ
ん
な
に
た
く
さ

ん
実
る
と
は
思
わ
な
く
て
び
っ
く
り
し
た
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
収
穫
を
体
験
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
１
つ
１
つ
プ
チ
ッ

と
収
穫
し
た
芽
キ
ャ
ベ
ツ
は
道
の
駅
な
ど

に
も
出
荷
し
て
い
ま
す
。
珍
野
菜
ゆ
え
に
調

理
方
法
な
ど
知
ら
な
い
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
フ
ラ
ン
ス
料
理
な
ど
で
は
よ
く
使

わ
れ
て
お
り
、
身
近
な
料
理
で
は
シ
チ
ュ
ー

や
ポ
ト
フ
、
ハ
ン
バ
ー
グ
の
付
け
合
せ
な
ど

で
食
べ
る
と
お
い
し
い
そ
う
で
す
！

津野山地域
営農連絡協議会を開催

「かわいい芽キャベツ」
ぎっしり！！

アスパラガスの重さを測り束ねています。

出荷について確認をしています。 養豚関係者が意見を交わしました。

地域農業の活性化に向けて協議しました。かわいらしく並ぶ芽キャベツ！

１mにカットした原木へ植菌していきます。

　

四
万
十
ハ
ウ
ス
ミ
ョ
ウ
ガ
部
会
は
２
月

24
日
、
興
津
集
出
荷
所
で
目
慣
ら
し
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
生
産
者
と
Ｊ
Ａ
職
員
、

普
及
所
職
員
が
参
加
し
、
栽
培
管
理
や
選

別
、
販
売
促
進
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

四
万
十
町
興
津
地
区
は
海
岸
部
の
温
暖

な
気
候
条
件
を
生
か
し
、
県
内
で
も
有
数

の
ミ
ョ
ウ
ガ
産
地
で
同
部
会
で
は
50
戸
の

農
家
が
ハ
ウ
ス
栽
培
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
台
風
の
影
響
で
出
荷
量
は
昨
年
に
比

べ
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
単
価
は
安
定

し
て
お
り
、
全
国
各
地
へ
出
荷
さ
れ
ま
し

た
。
高
品
質
な
ミ
ョ
ウ
ガ
が
出
荷
で
き
る

よ
う
部
会
一
丸
と
な
っ
て
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

四万十地域

春芽アスパラガス
出荷最盛期
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四万十地域より津野山地域より

◎お問い合わせ先：四万十営農経済センター販売課
（TEL.０８８０－２２－３５８６）

　 四万十カントリーエレベーター（以下、ＣＥ）は、県内唯一
のお米の乾燥・貯蔵・調整施設として、30年以上地域の
皆様とともに歩んできました。
　ＣＥをご利用頂くには、生産者で組織するＣＥ利用組合に
加入して頂くことが必要ですが、下記の要件等もございます
ので、ご利用に興味のある方には詳しい説明をさせて頂きま
すので、下記まで問い合わせをお願いします。

カントリーエレベーター
利用者を募集します

四万十地域より

受 入 対 象・・・四万十町窪川地域の台地部の圃場で生産した下記品種
受入品種および受入期間・・・（品種により受入期間を定めています）
　　　　　　　　　　　　　あきたこまち・飼料用米あきたこまち：８/20 ～８/31

　　　　　　　　　　　　　ヒノヒカリ：９/15～９/30

　　　　　　　　　　　　　にこまる：10/２～10/16

利用組合費・・・年会費：無料・従量賦課金：0.5円/受入生籾kg
利　用　料・・・12円～23円/受入生籾kg（令和３年度設定・生籾水分により変動）

 【参考経費】
経営規模・・・１ha・玄米反収420kg・生籾水分22%と仮定
自家乾燥・調整の場合の機械装備・・・乾燥機１台・籾摺機１式を15年使用すると仮定

ＣＥ利用の場合：　　　　  約14万円＋ＣＥまでのガソリン代
自家乾燥・調整の場合：　約20万円（償却相当額・光熱費・出荷資材費）

◎紹介した商品やその他の剤については、
津野山営農経済センター購買課（TEL.０８８９－６２－３５０１）にお問い合わせください。

雑草防除は除草剤による方法が主ですが、大きく分けて体系処理と一発処理の2つがあります。

●体系処理 … 初期剤と中後期剤を用いて、除草剤を２～３回散布する方法
●一発処理剤 … 薬剤の１回散布だけで防除を済ませる方法

近年では一発処理剤やジャンボ剤による防除が主流ですが、薬剤中に含まれている有効成分によって有効な
草種が異なるので、圃場に発生する草種に合わせた薬剤を使用することも大事になってきます。

初期剤、初中期一発剤といった湛水土壌処理剤をしっかり効かせるためには、薬剤処理後は少なくとも３～４
日間、水深を３～５cmに保ち、土壌表面に薬剤の処理層を形成させることが重要です。そのためには田面を
均平にし、漏水を極力防ぐ圃場作りを心がけましょう。また、周辺環境の保全のためにも、農薬が土壌などに
落ち着くまでの７日間は、落水及びかけ流しは行わないように徹底しましょう。 

水稲用除草剤の初期剤・
初中期一発剤の上手な使い方

【津野山営農経済センターでの取り扱い商品紹介】
商品名 成分数 使用量 使用時期

ダッシュワンフロアブル 500ｍｌ/10a２ 1回
植代後～移植前７日前まで
移植直後～ノビエ１葉期
ただし、移植後30日まで

使用回数 特性

原液湛水散布

クサトッタ粒剤 ３kg/10a４ 1回移植直後からノビエ２葉期まで
ただし、移植後30日まで 初期一発除草剤

《中後期剤》レブラス粒剤 １kg/10a４ 1回移植後14日からノビエ４葉期まで、
ただし収穫60前日まで 湛水散布

ホームランＬジャンボ 500g/10a３ 1回移植後３日からノビエ２葉期まで、
ただし移植後30日まで

ノビエに対する残効性の
長い有効成分を含む
一発処理除草剤

カイリキＺジャンボ 300g/10a３ 1回移植後３日～ノビエ３葉期まで、
ただし移植後30日まで

幅広い種類の雑草に有効
難防除雑草にも効果の
ある一発処理除草剤

ウィナーＬジャンボ 500g/10a３ 1回移植直後からノビエ2.5葉期まで、
ただし移植後30日まで

抵抗性雑草（ホタルイ、
コナギ、アゼナ）にも有効

※使用量、使用時期・回数等を十分注意して使用基準を守りましょう。
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献茶スタッフ（パート・アルバイト）
募集

ＪＡメモリアルこうち四万十営業所
（ＪＡ葬祭ルミエール四万十）
四万十町榊山町９－７
TEL  0880－22－5900

お問い合わせ

葬祭会場での準備・接客・掃除等仕事内容

＊未経験者可
＊詳しくは下記までお問い合わせください。


